
          

                    

小
松
工
業
高
校
同
窓
会
総
会 

（
平
成
２
８
年
度
） 

 

支
部
長 

石
川
隆
治 

平
成
２
８
年
度
の
小
松
工
業
高

校
本
部
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が

９
月
２
４
日
（
土
）
に
諏
訪
会
館

（
小
松
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

総
会
で
は
、宮
川
吉
男
会
長（
工

Ｍ
２
）
か
ら
会
員
相
互
の
親
睦
の

た
め
、
会
報
の
発
行
を
検
討
す
る

旨
や
、
平
成
３
１
年
の
母
校
創
立

８
０
周
年
に
向
け
て
準
備
委
員
会

を
発
足
す
る
等
の
決
意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

佐
藤
文
夫
校
長
先
生
か
ら
国
体

で
の
活
躍
、全
国
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
、

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
な
ど
各
部
活

動
の
活
躍
状
況
や
就
職
活
動
に
お

い
て
は
就
職
激
励
会
を
行
い
、
１

８
６
名
が
参
加
し
て
、
求
人
が
順

調
で
あ
る
旨
の
報
告
、
及
び
８
０

周
年
に
向
け
建
物
自
身
も
５
０
年

以
上
経
っ
て
お
り
同
窓
会
の
支
援

を
願
う
と
の
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
深
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら

学
校
、
同
窓
会
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

連
携
し
て
母
校
の
発
展
を
目
指
し

て
行
き
た
い
と
の
力
強
い
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。 

挨
拶
の
後
、
平
成
２
７
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
、２
８
年
度
事
業
計
画（
案
）

及
び
予
算
（
案
）
な
ど
が
審
議
さ

れ
、
各
案
件
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。 

ま
た
、
出
席
し
た
坂
口
正
紀
金

沢
支
部
長
（
実
Ｅ
７
）、
宮
下
章
宏

関
西
支
部
長
（
実
Ｍ
８
）、
藪
卓
二

中
京
支
部
長
（
工
Ｍ
６
）、
石
川
隆

治
関
東
支
部
長
（
実
Ｍ
１
２
）
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
の
後
、
来
賓
・
役
員
・

会
員
な
ど
総
勢
８
８
人
の
参
加
で

懇
親
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
旧
交

を
温
め
て
、
校
歌
を
斉
唱
し
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。 

            

藏
藤
前
支
部
長
に
感
謝
状 

 

平
成
２
７
年
度
の
小
松
工
業
高

校
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
、
昨

年
の
９
月
１
９
日
（
土
）
に
諏
訪

会
館
（
小
松
市
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

総
会
に
先
立
ち
、
永
年
に
亘
り

同
窓
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
藏

藤
憲
二
前
関
東
支
部
長
、
村
田
輝

好
前
中
京
支
部
長
、
中
島
潤
一
前

白
山
・
能
美
支
部
長
（
都
合
に
よ

り
欠
席
の
た
め
山
崎
秀
雄
副
会
長
）

の
３
名
に
宮
川
吉
男
会
長
よ
り

「
感
謝
状
」
及
び
「
記
念
品
」
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
記
念
品
は
、

同
窓
会
会
員
で
九
谷
焼
作
家
、
中

村
陶
志
人
さ
ん
作
の
花
器
） 

         
（
写
真
右
よ
り
、
宮
川
会
長
、
藏

藤
前
関
東
支
部
長
、
村
田
前
中

京
支
部
長
、
山
崎
副
会
長
） 

読
売
巨
人
軍 

北
篤
選
手 

総
会

に
サ
プ
ラ
イ
ズ
参
加
か
？ 

 

我
が
母
校
唯
一
の
プ
ロ
野
球
選

手
で
あ
る
北
篤
（
き
た
あ
つ
し
）

選
手
は
、
１
０
年
前
に
横
浜
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
に
入
団
さ
れ
、
以
降
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を

経
て
、
今
年
よ
り
東
京
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
春
先
に
１
軍
で
出
場
し
、

７
試
合
７
打
席
５
打
数
１
安
打
、

２
四
死
球
の
成
績
で
す
。
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
、
今
後
も
応
援
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

な
お
、
今
度
の
総
会
に
北
選
手

に
出
席
し
て
も
ら
え
な
い
か
、
宮

川
会
長
を
通
じ
、
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。 

参
考
な
が
ら
、
総
会
当
日
は
、

北
選
手
の
２
８
歳
の
誕
生
日
で
す
。 
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出
会
い
と
交
流 

竹
下
豊
男
（
３
３
卒
Ｍ
） 

私
が
小
松 

実
業
高
校
を 

卒
業
し
て
日 

立
製
作
所
・ 

日
立
工
場
へ 

就
職
し
た
の 

は
、
昭
和
三
十
三
年(

一
九
五
八

年)

の
三
月
で
し
た
。当
時
の
日
本

は
二
十
九
年
か
ら
の「
神
武
景
気
」

が
終
焉
し
、
戦
後
最
長
の
景
気
と

言
わ
れ
る
「
岩
戸
景
気
」
が
始
ま

ろ
う
と
す
る
時
期
で
、
電
気
機
械

や
精
密
機
械
、
そ
れ
に
自
動
車
な

ど
、
そ
の
後
の
成
長
産
業
と
言
わ

れ
る
分
野
で
は
人
手
不
足
で
、
日

立
製
作
所
も
全
国
か
ら
人
集
め
を

し
た
。
私
も
そ
の
中
の
一
人
で
、

小
松
実
業
高
か
ら
初
め
て
た
だ
一

人
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

入
社
後
三
か
月
間
の
現
場
実
習

が
終
わ
る
と
、
火
力
発
電
機
器
の

設
計
部
門
へ
配
属
に
な
っ
た
。
そ

れ
以
降
平
成
三
年(

二
０
０
三
年)

の
秋
ま
で
四
十
五
年
間
同
じ
職
場

で
働
い
て
き
ま
し
た
。 

 

入
社
し
た
当
時
は
独
身
寮
の
三

人
部
屋
に
入
っ
て
生
活
し
て
い
た

の
で
す
が
、
た
ま
に
職
場
の
上
司

や
仲
間
が
食
事
に
誘
っ
て
く
れ
る

以
外
は
殆
ど
人
と
の
出
会
い
や
交

流
が
な
か
っ
た
。 

入
社
後
半
年
位
経
っ
て
か
ら
だ

ろ
う
か
、
あ
る
日
の
昼
休
み
工
場

の
講
堂
で
コ
ー
ラ
ス
部(

対
外
的

に
は
合
唱
団)

が
練
習
す
る
声
を

耳
に
し
た
。
練
習
の
様
子
を
見
に

行
っ
て
見
る
と
、
若
い
男
女
が
大

勢
で
唱
っ
て
い
る
。
素
人
の
コ
ー

ラ
ス
が
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
と
感
心
。
す
ぐ
に
入
部

届
を
出
し
、
そ
の
日
か
ら
退
勤
後

の
練
習
に
参
加
。
一
週
間
に
二
回

の
練
習
で
地
区
の
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
や
地
区
大
会
で
優
勝
す
る
と
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出
場
す
る
機

会
が
与
え
ら
れ
、
入
部
し
て
三
年

目
、
名
古
屋
公
会
堂
で
の
全
国
大

会
職
場
の
部
で
初
め
て
優
勝
し
た

時
の
感
動
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

当
時
は
百
四
十
人
あ
ま
り
の
部
員

が
い
た
が
、
全
国
大
会
で
は
最
大

五
十
人
ま
で
し
か
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
人
選

す
る
こ
と
や
合
宿
練
習
な
ど
、
厳

し
く
苦
し
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た

が
、
真
面
目
に
練
習
に
通
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
入
部
二
年
目
か
ら

部
の
幹
事
を
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
頃
ま

で
約
十
五
年
間
仕
事
と
趣
味
の
コ

ー
ラ
ス
部
活
動
を
両
立
さ
せ
て
や

っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く

の
仲
間
と
の
出
会
い
と
交
流
、
そ

し
て
活
動
を
支
え
応
援
し
て
く
れ 

た
職
場
の
仲
間
や
家
族
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。 

 

昭
和
四
十
九
年
頃
か
ら
職
場
で

は
そ
れ
ま
で
の
新
設
発
電
機
器
設

計
か
ら
既
設
機
器
の
予
防
保
全･

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
設
計
の

担
当
に
変
わ
り
、
国
内
外
の
ユ
ー

ザ
相
手
の
仕
事
が
多
く
な
り
、
コ

ー
ラ
ス
ど
こ
ろ
で
は
無
く
な
り
ま

し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
仕
事
の
う
え
で

も
日
本
国
内
電
力
会
社
の
方
々
や

韓
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
海
外
十
三
か
国
の

ユ
ー
ザ
の
方
々
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
今
も
何
人
か
の
方
と
交
流
が

あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
定
年
後
は
団
地
内
の
自

警
団
活
動
や
近
所
の
仲
間
と
の 

月
一
飲
み
会
、
そ
し
て
郷
里
石
川

小
学
校
の
親
し
い
仲
間
と
の
年
二

回
の
ゴ
ル
フ
、
小
松
工
業
高
関
東

支
部
幹
事
や
ゴ
ル
フ
な
ど
会
社
以

外
の
方
々
と
の
交
流
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。 

  

ブ
ラ
バ
ン
同
級
生
と
の
再
会 

石
川
隆
治
（
３
９
卒
Ｍ
） 

昔
の
仲
間
っ
て
本
当
に
い
い
も

の
で
す
ね
。
私
の
個
人
的
な
都
合

で
田
舎
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
２

月
の
と
あ
る
日
曜
日
に
、
昔
の
ブ

ラ
バ
ン
の
同
級
生
が
小
松
駅
前
の

居
酒
屋
に
急
遽
の
開
催
に
も
関
わ

ら
ず
、
大
勢
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 私

に
と
っ
て
の
ブ
ラ
バ
ン
と
の

再
会
は
、
関
東
だ
よ
り
４
号
で
記

載
さ
せ
て
頂
い
た
、「
善
光
寺
近
辺

の
紅
葉
狩
り
」
以
来
で
１
３
年
振

り
で
す
。
中
に
は
卒
業
以
来
５
３

年
振
り
の
人
も
い
ま
す
。 

        

我
々
の
仲
間
は
、
故
今
川
透
先

生
の
指
導
の
下
で
小
松
公
会
堂
に

て
第
１
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
後
も
後
輩
が
鋭
意

努
力
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、
昨
年

は
第
５
４
回
目
に
達
し
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
最
近
は
綺
麗
な

制
服
で
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
し

て
い
ま
す
が
、
私
達
が
始
め
た
頃

は
学
生
服
に
白
い
ゲ
ー
ト
ル
と
ベ

ル
ト
を
し
た
簡
単
な
も
の
で
し
た
。 

       

地
元
に
い
る
同
僚
メ
ン
バ
ー
の

殆
ど
は
、
石
材
屋
・
鉄
工
所
・
ケ

ー
キ
屋
な
ど
自
営
業
で
現
役
で
す
。

古
稀
を
迎
え
た
と
言
え
ど
も
み
ん

な
元
気
で
す
。 

中
に
は
豪
傑
の
人
が
い
ま
し
た
。

そ
の
人
は
、
昨
年
、
四
国
八
十
八

箇
所
霊
場
巡
り
を
４
１
日
連
続
で

完
歩
し
、
１
日
平
均
３
０
ｋ
ｍ
を

歩
い
た
超
人
的
な
体
力
の
持
ち
主

で
す
。
目
標
を
持
っ
て
万
全
の
準

備
を
し
て
望
め
ば
成
し
遂
げ
る
こ

－２－ 

 

会 
員 

よ 

り 

の 

投 

稿 

 

 

 



と
が
出
来
る
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。

聖
路
加
国
際
病
院
名
誉
院
長
の
日

野
原
重
明
さ
ん
の
言
葉
「
や
ろ
う

と
思
う
だ
け
で
は
や
ら
な
い
こ
と

と
同
じ
で
す
。
行
動
こ
そ
が
勝
負

で
す
。」ま
さ
に
、そ
の
通
り
で
す
。

お
互
い
に
生
活
面
・
健
康
面
に
刺

激
を
受
け
て
帰
路
に
つ
い
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
こ
う
言
う
会
合
が

長
生
き
の
秘
訣
に
繋
が
る
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。 

          

次
回
は
、
大
阪
や
名
古
屋
地
区

に
い
る
同
僚
も
呼
ん
で
新
潟
で
の

紅
葉
狩
り
と
な
り
ま
し
た
。
何
時

や
る
の
か
？
皆
か
ら
「
何
年
か
先

で
は
元
気
が
保
証
で
き
な
い
。
今

で
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
今

年
か
来
年
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

  

   

関
東
支
部
の
幹
事
会
は
、
総
会

か
ら
総
会
ま
で
の
２
年
間
に
３
回

程
度
、
役
員
・
幹
事
が
集
ま
り
、

支
部
の
活
動
（
総
会
・
懇
親
会
、

関
東
だ
よ
り
）
が
発
展
、
継
続
す

る
こ
と
を
目
的
に
知
恵
を
出
し
合

っ
て
い
ま
す
。 

 
関
東
支
部
は
昭
和
４
０
年
の
設

立
総
会
か
ら
昭
和
５
１
年
ま
で
７

回
の
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
１
６
年
間
支

部
の
活
動
が
途
絶
え
ま
し
た
。 

こ
の
関
東
支
部
を
、
今
は
亡
き

川
上
英
明
氏
（
Ｓ
１
８
卒
Ｍ
）
が

当
時
の
会
員
多
数
に
電
話
し
、
そ

の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
た
十
数
名

が
新
た
な
幹
事
と
な
り
、
平
成
４

年
の
第
８
回
総
会
か
ら
関
東
支
部

は
再
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
し
い
幹
事
の
参
加
を
得
て
、
今

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

関
東
支
部
が
今
後
も
充
実
、
発

展
し
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
さ
ま

会
員
多
数
の
参
加
、
協
力
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
年
の

総
会
へ
の
出
席
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
総
務
幹
事 

中
屋
） 

 

○
Ｈ
２
７
・
３
幹
事
会 

（
関
東
便
り
第
１
９
号
既
報
） 

○
Ｈ
２
８
・
２
幹
事
会 

新
年
会
を
兼
ね
、
１
１
月
の
総

会
開
催
に
つ
い
て
協
議 

           

○
Ｈ
２
８
・
７
幹
事
会 

 

１
１
月
総
会
ま
で
の
行
程
、
詳

細
に
つ
い
て
協
議 

           

●
Ｈ
２
８
・
１
０
幹
事
会(

予
定) 

 

１
１
月
総
会
の
準
備
最
終
確
認 

 

関
東
支
部
役
員
・
幹
事 

支
部
長 

 

石
川
隆
治
（
３
９
卒
Ｍ
） 

副
支
部
長 

笠
間
治
夫
（
４
１
卒
Ｍ
） 

総
務
幹
事 

中
屋
豊
司
（
４
４
卒
Ａ
） 

会
計
幹
事 

富
本
睦
生
（
４
３
卒
Ｅ
） 

同 
 
 
 

村
井
貞
憲
（
４
６
卒
Ａ
） 

会
計
監
査 

蔵
藤
憲
二
（
３
７
卒
Ｅ
） 

幹
事 

 
 

山
下
時
男
（
２
９
卒
Ｍ
） 

 
 
 
 
 

飴
山
善
昭
（
３
１
卒
Ｅ
） 

 
 
 
 
 

竹
下
豊
男
（
３
３
卒
Ｍ
） 

 
 
 
 
 

畑
中
清
志
（
３
４
卒
Ｍ
） 

 
 
 
 
 

星
野
酵
藏
（
３
４
卒
Ｅ
） 

 
 
 
 
 

西
川 

守
（
３
５
卒
Ｍ
） 

 
 
 
 
 

東
森 

勉
（
３
６
卒
Ｅ
） 

 
 
 
 
 

北
本 

拓
（
３
７
卒
Ｍ
） 

 
 
 
 
 

坂
山 

盈
（
３
８
卒
Ｍ
） 

 
  

 
 
 

早
戸
三
郎
（
４
３
卒
Ｅ
） 

 
 
 
 
 

橋
本 

昇
（
４
６
卒
Ｅ
） 

 
 
 
 
 

木
下
繁
晴
（
４
８
卒
Ｍ
） 

   

逝
去
さ
れ
た
会
員 

関
東
だ
よ
り
１
９
号
発
行
以
降

に
ご
逝
去
が
判
明
し
た
方
で
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 

津
波
倉
敏
明
（
２
１
卒Ⅱ

Ｍ
４
） 

大
島 

健 

（
２
６
卒
高
Ｗ
３
） 

石
浦
義
治 

（
２
９
卒
農
２
） 

    

第
５
回
の
関
東
支
部
親
睦
ゴ
ル

フ
を
平
成
２
８
年
３
月
２
８
日

（
月
）、北
本
幹
事
の
ホ
ー
ム
コ
ー

ス
、
八
王
子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
７
名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て

行
い
ま
し
た
。 

          

当
カ
ン
ト
リ
ー
の
見
所
で
あ
る

満
開
の
桜
、
と
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
絶
好

の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
下
、
楽
し
く

プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。 

関
東
支
部
に
も
ゴ
ル
フ
経
験
者

は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
４
月
頃
を
予
定
し
ま
す
の

－３－ 

幹 

事 

会 

に 

つ 

い 

て 

逝 

去 

会 

員 

親 

睦 

ゴ 

ル 

フ 

 

  

 



で
、
参
加
を
希
望
す
る
方
は
石
川

支
部
長
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。 

              

今
回
は
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
母
校
の
状
況
を
紹
介
し
ま

す
。 

教
育
目
標 

① 

工
業
の
専
門
高
校
と
し
て
、

地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

有
為
な
産
業
人
を
育
成
す
る
。 

② 

誠
実
を
尊
び
、規
律
を
守
り
、

豊
か
な
心
、
た
く
ま
し
い
体
力
と

実
践
力
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
。 

③ 

自
ら
専
門
技
術
の
練
磨
を
図

り
、
科
学
的
な
探
究
心
を
持
ち
、

創
意
工
夫
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。 

学
科
に
つ
い
て 

○
機
械
科
（
Ｍ
） 

各
学
年
２
ク
ラ
ス 

○
電
気
科
（
Ｅ
） 

各
学
年
２
ク
ラ
ス 

○
建
設
科
（
Ｂ
） 

各
学
年
１
ク
ラ
ス 

○
材
料
化
学
科
（
Ｃ
） 

各
学
年
１
ク
ラ
ス 

学
校
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
し
て
下
さ
い
。 

部
活
に
つ
い
て 

Ｈ
２
８
年
度
石
川
県
高
校
総
合
体

育
大
会
か
ら
抜
粋 

○
山
岳
部 

 
 

団
体 

 
 
 
 

２
位 

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

 
 

団
体 

 
 
 
 

２
位 

○
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部 

 
 

学
校
対
抗 

 
 

３
位 

 
 

男
子
９
４
㎏ 

 

１
位 

○
陸
上
部 

 
 

男
子
総
合 

 
 

３
位 

 
 

４
０
０
ｍ
Ｈ 

 

１
位 

 
 

５
０
０
０
ｍ
Ｗ 

１
位 

 
 

走
幅
跳 

 
 
 

１
位 

 
 

ハ
ン
マ
ー
投 

 

１
位 

○
弓
道
部 

 
 

個
人
男
子 

 
 

１
位 

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
部 

 
 

学
校
対
抗 

 
 
 

３
位 

○
少
林
寺
拳
法
部 

 
 

男
子
団
体
演
武 

 

１
位 

 
 

男
子
組
演
武 

 
 

１
位 

女
子
単
独
演
武 

 

２
位 

○
カ
ヌ
ー
部 

 
 

男
子
総
合 

 
 
 

３
位 

 
 

女
子
単
独 
 
 
 

２
位 

   

本
部 

・
総
会
（
Ｈ
２
８
・
９
・
２
４
） 

 

場
所 

諏
訪
会
館 

関
東
支
部
か
ら
石
川
支
部
長
が

出
席
し
ま
し
た
。 

 
本
部
役
員
（
平
成
２
８
年
９
月
現
在
） 

会
長 宮

川
吉
男
（
４
２
卒
Ｍ
２) 

名
誉
会
長 

佐
藤
文
夫
学
校
長 

副
会
長 

 

北
川
辰
夫
（
４
１
卒
Ｅ
） 

 

舟
木
敏
博
（
４
１
卒
Ｅ
） 

 

山
崎
秀
雄
（
４
４
卒
Ａ
） 

 

山
本
秀
忠
（
４
５
卒
Ｃ
） 

 

岡
本 

敏
（
４
６
卒
Ａ
） 

 

中
島
俊
幸
（
４
６
卒
Ｃ
） 

 

上
原 

勇
（
５
６
卒
Ｅ
） 

 

真
田 

尚
（
５
７
卒
Ｅ
） 

庶
務 

 

中
森
茂
範
（
４
２
卒
Ｍ
） 

 

太
田
秋
正
（
４
２
卒
Ｍ
） 

 

井
上
幸
造
（
３
７
卒
Ｅ
） 

会
計 

 

林 

國
夫
（
４
２
卒
Ｍ
） 

監
事 

 

家
出 

峻
（
３
７
卒
Ｅ
） 

 

本
田
勝
己
（
Ｈ
２
卒
Ｅ
） 

中
京
支
部 

○
新
支
部
長
に
藪
卓
二
（
４
６
卒
Ｍ
）

が
就
任 

○
総
会
（
Ｈ
２
８
・
７
・
１
０
） 

関
東
支
部
か
ら
石
川
支
部
長
が

出
席
し
ま
し
た
。 

○
Ｋ
＆
Ｋ
ゴ
ル
フ
交
流
会 

（
Ｈ
２
８.

９.

１
０
） 

中
京
支
部
は
小
松
工
の
姉
妹
校
、

高
知
工
南
風
会
と
の
交
流
が
あ

り
ま
す
。 

関
西
支
部
の
予
定 

○
総
会
（
Ｈ
２
８
・
１
１
・
５
） 

 

（
参
考
）
小
松
工
業
高
校
同
窓
会
の

支
部
は
他
に
金
沢
支
部
、
白
山
・
能

美
支
部
が
あ
り
ま
す
。 

小
松
工
業
高
校
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

寄
稿
・
ご
意
見
等 

関
東
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
や
寄

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

仕
事
、趣
味
、家
族
の
こ
と
等
、

何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
原
稿
は
８

０
０
～
１
０
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
写
真
を
同
封
し
て
編
集
担
当

ま
た
は
幹
事
ま
で
に
送
っ
て
く
だ

さ
い
。 

同 

窓 

会 

の 

動 

き 

－４－ 

 関東だよりは、関東地区に在住の同窓会会員のために発行しています。

ご意見、ご投稿または住所を変更された方、広告の掲載を希望される方

は下記に連絡ください。 

編集担当 中屋豊司 

住所：〒235-0041横浜市磯子区栗木 1-21-10 

TEL・FAX：045-774-9140 

E-mail：to-nakaya.f@abeam.ocn.ne.jp 

小
松
工
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

 

 


